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        安全データーシート安全データーシート安全データーシート安全データーシート    （ＳＤＳ）（ＳＤＳ）（ＳＤＳ）（ＳＤＳ）         

製品名：Ｒ２００製品名：Ｒ２００製品名：Ｒ２００製品名：Ｒ２００    

作成日作成日作成日作成日 20020020020016161616 年年年年    12121212 月月月月 1111 日日日日    

改訂改訂改訂改訂 2016201620162016 年年年年 12121212 月月月月    1111 日日日日    

                        

    

1． 化学物質等及び会社情報 

製品名  ： エーストーチ R２００ 

会社名   ： 榮製機株式会社 

住所    ： 愛知県豊川市伊奈町佐脇原 68 

担当部門  ： 営業部門 

電話番号 ：（0533）73－1190・FAX（0533）73－1196 

緊急連絡先： 同上 

整理番号    GHS－001－S 

 

2．危険有害性の要約   

 GHS 分類 

  可燃性・引火性ガス           ：区分１（シンボル：炎、注意喚起語：危険） 

  高圧ガス                ：液化ガス 

  急性毒性（経口）            ：分類できない 

  急性毒性（経皮）            ：分類できない 

  急性毒性（吸入：ガス）         ：分類できない 

  急性毒性（吸入：蒸気）         ：分類できない 

  急性毒性（吸入：粉塵、ミスト）     ：分類できない 

  皮膚腐食性・刺激性           ：分類できない 

  眼に対する重篤な損傷・眼刺激性     ：分類できない 

  呼吸器感作性              ：分類できない 

  皮膚感作性               ：分類できない 

  生殖細胞変異原性            ：分類できない 

  発がん性                ：分類できない 

  生殖毒性                ：分類できない 

  特定標的臓器・全身毒性（単回暴露）   ：区分３（シンボル：感嘆符、注意喚起語：警告） 

  特定標的臓器・全身毒性（反復暴露）   ：分類できない 

  吸引性呼吸器有害性           ：分類できない 

  水生環境急性有害性           ：分類できない 

  水生環境慢性有害性           ：分類できない 

 

  ＧＨＳラベル要素（シンボル）参考   （シンボルマークの製品への表示に関しては対象外） 
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  注意喚起語      ：危険 

  危険有害性情報    ：極めて可燃性/引火性の高いガス 

              熱すると爆発するおそれ 

                   眠気又はめまいのおそれ 

  注意書き       ：熱/火花/裸火/高温のもののような着火源から遠ざけること。－禁煙 

              使用前に取扱説明書を入手すること。 

              すべての安全注意を読み理解するまで取扱わないこと。 

              必要に応じて個人用保護具を使用すること。 

              屋外または換気の良い場所でのみ使用すること。 

              ガス/スプレーの吸入を避けること。 

              漏洩ガス火災の場合には：漏洩が完全に停止されない限り消火しないこと。 

                          安全に対処できるならば着火源を除去すること。 

              暴露または暴露の懸念がある場合：医師の診断/手当を受けること。 

              気分が悪い時は、医師に連絡すること。 

              吸入した場合：空気の新鮮な場所に移し、呼吸しやすい姿勢で休憩させる 

こと。 

              日光から遮断し、換気の良い場所で保管すること。 

              部外者が立ち入らない場所に保管すること。 

 

３．組成、成分情報 

 

  単一物質・混合物の区分：混合物 

  成分、含有量、官報公示番号及びＣＡＳ番号 

成 分 含 有 量 

（重量％） 

化 審 法 

公示番号 

化 管 法 労 安 衛 法 

 

ＣＡＳ Ｎｏ 

プロパン 30％以上 

40％未満 

(2)-3 

非該当 

該当 

15．適用法令に記載 

74-98-6 

ノルマルブタン 

イソブタン 

60％以上 

70％未満 

(2)-4 

非該当 

該当 

15．適用法令に記載 

ノルマルブタン：

106-97-8 

イソブタン：75-28-5 

ノルマルペンタン 

イソペンタン 

1.75％未満 (2)-5 非該当 該当 

15．適用法令に記載 

ノルマルペンタン

109-66-0 

イソペンタン 

78-78-4 

 

 

４．応急措置 

 

  吸入した場合     ：大量吸入の場合は、酸素欠乏の措置を行う。なお、必要に応じて医師の 
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              手当てを受ける。 

  皮膚に付着した場合  ：必要に応じて、凍傷の手当てを行う。 

  眼に入った場合    ：清浄な水で十分洗浄する。 

  飲み込んだ場合    ：吸入した場合もしくは皮膚に付着した場合に準ずる。 

  予想される急性症状  ：液状の液化石油ガスが皮膚に付着した場合は凍傷となる。 

  最も重要な徴候及び症状：高濃度の液化石油ガスを吸入すると、一呼吸で意識を失う。この状態が 

              継続すると死にいたる。 

  応急処置をする者の保護：液状の液化石油ガスが漏えい又は噴出している場所では、液化石油ガスを 

              皮膚に付着させないよう、保護具を着用する。 

              液化石油ガスが漏えい又は噴出している場所は、空気中の酸素濃度が低下 

              している可能性があるので換気を行う。 

              漏えいした液化石油ガス濃度が空気中の約 1.8～9.5％の時、着火源がある 

              と爆発する恐れがあるので、換気をよくする。屋外であれば噴霧ノズル等 

              で散水することにより拡散させ爆発を防止する。 

 

５.火災時の措置 

 

  消火剤        ：ＡＢＣ又はＢＣ型粉末消火剤 

  特有の消火方法    ：ガスの供給を断つ。噴霧ノズル等で散水するなどにより周辺を冷却し延焼 

              防止を図る。 

              風上から水を噴霧して容器を冷やしながら周囲の消火を行う。 

              周辺火災の場合は、容器を安全な場所に移動する。 

              漏えいしたガスは、水噴霧等によって拡散させ、爆発を防止する。 

              ガスの流出を防止できる場合は、消火剤にて消火する。 

              ガスの流出が防止不可の場合は、消火せず鎮火を待つ。 

              関係者以外は安全な場所に避難させる。 

  消火を行う者の保護  ：必要に応じて空気呼吸器及び防護服を使用する。 

 

６．漏出時の措置 

 

  人体に対する注意事項 ：空気中に約 1.8％～9.5％の濃度の範囲内で着火源があると爆発するので、 

              安全が確認できない場合は近寄らない。 

              漏えいした液体が気化すると体積は約 250 倍となり、空気中の酸素濃度を 

              低下させるので、窒息の危険を防止するために換気をよくする。 

              液体の液化石油ガスが直接身体に触れると気化熱により凍傷を起こす。 

              必要に応じて乾いた革手袋を着用する。 

  保護具及び緊急時措置 ：必要に応じて帯電防止服・靴、革手袋を着用する。必要に応じて空気呼吸 

器及び防護服を使用する。 

  環境に対する注意事項 ：この物質に関する確定された環境影響情報は無い。 

  二次災害の防止    ：付近の着火源を取り除く。ガス供給を断つ。 

              漏えい個所の漏れを止める。 
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               液化石油ガスは空気より比重が重く滞留のおそれがあるので、換気・拡散 

              等を行う。 

 

７．取扱い及び保管上の注意 

 

 取扱い 

  技術的対策      ：容器は転倒、転落等を防止する措置を講じ、粗暴な扱いをしない。 

  局所排気・全体換気  ：不完全燃焼を防止するために、十分な給排気を実施すること。 

  注意事項       ：液化石油ガスの滞留の恐れがある場所で使用する場合は対策を講じること。 

  安全取扱い注意事項  ：液化石油ガスは空気又は酸素と混合して爆発性混合ガスとなる。空気中で 

              の爆発範囲は、約 1.8％～9.5％と爆発下限界が低く危険性が大きいので、 

              漏えいには十分注意する。 

              引火性の強いガスであるので、付近での火気の使用を厳禁する。 

                            脱着式の保護キャップが装着されている容器は、使用時以外は保護キャッ 

              プを装着しておくこと。 

 保管 

  保管条件       ：容器は、水はけ及び換気のよい乾燥した場所に置く。 

              容器は直接日光をうけないようにし、40℃以下の温度に保つ。 

              部外者が立ち入らない場所に保管すること。 

 

８．暴露防止及び保護措置 

 

 許容濃度 

  日本産業衛生学会   ：プロパン 設定されていない 

              ブタン   500ppm 

              ペンタン  300ppm   

  米国産業衛生協議会  ：プロパン  1000ppm 

  (ACGIH 2005 TLV-TWA)  ブタン   800ppm 

              ペンンタン 600ppm 

 設備対策        ：屋内で使用する場合は、換気をよくする。 

              液化石油ガスが漏えいし、滞留する恐れのある場所には、空気中のガス濃 

              度が約 0.5％(爆発下限界の約 1/4)以下で警報を発するガス漏れ警報器を 

              設置することが望ましい。 

 保護具 

  呼吸器の保護具    ：必要に応じて空気呼吸器を使用する。 

  手の保護具      ：必要に応じて乾いた革手袋を着用する。 

  目の保護具      ：必要に応じて保護眼鏡を着用する。 

  皮膚及び身体の保護具 ：必要に使用形態に応じた作業服、ヘルメットを着用する。 

９．物理的及び化学的性質 

 

 外観（物理的状態、形状、色など）：大気圧下…ガス状・無色透明・無臭(工業用無臭のガス以外は着臭) 
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                 圧力容器内…液状・無色透明 

 臭い： 無臭であるが、通常は空気中に 1/1000 漏れれば分かるように着臭してある。 

 

 化学的性質 

 プロパン ノルマルブタン イソブタン ノルマルペンタン イソペンタン 

融点 －189.7℃ －138℃ －160℃ －129℃ －160℃ 

沸点 －42℃ －0.5℃ －12℃ 36℃ 28℃ 

引火点 －104℃ －60℃ 引火性ガス -49℃ ＜－51℃ 

燃焼範囲（爆発範囲） 下限 2.1％ 

上限 9.5％ 

下限 1.8％ 

上限 8.4％ 

下限 1.8％ 

上限 8.4％ 

下限 1.5％ 

上限 7.8％ 

下限 1.4％ 

上限 7.6％ 

蒸気圧（40℃） 1.275MPa 0.278MPa 0.427MPa 0.015MPa 0.050MPa 

ガス比重（空気＝１） 1.6 2.1 2.0 2.5 2.5 

液比重 （水＝１） 0.5 0.6 0.6 0.63 0.6 

溶解度（20℃） 0.007g/100ｍｌ 0.0061g/100ｍｌ 不溶 不溶 不溶 

オクタノール/水分配係

数（logPow） 

2.36 2.89 2.80 3.39 2.30 

発火温度 450℃ 287℃ 460℃ 309℃ 420℃ 

その他のデータ（分子量） 44.1 58.1 58.1 72.2 72.2 

 

１０．安全性及び反応性 

 

 安定性         ：通常状態では安定 

 危険有害反応可能性   ：酸化性物質と激しく反応 

              プロパン；二酸化塩素とは激しく爆発 

              ブタン；ニッケルカルボニル＋酸素との混合ガスは爆発を起こす 

 避けるべき条件     ：燃焼（爆発）範囲内にあって着火源があると、燃焼・爆発するので、その 

              条件を避ける。 

 避けるべき材料     ：アルコール及びエーテルに溶解し、石油類や動植物油、天然ゴムをよく 

              溶解する。 

 危険有害な分解生成物  ：燃焼するとき十分な空気が供給されないと不完全燃焼し、有毒な一酸化炭 

              素が発生する。 

 

１１．有害性情報 

 

 急性毒性        ：すべての成分が「分類対象外」、「区分外」もしくは「分類できない」なの 

              で、「急性毒性」は「分類できない」とした。 

 皮膚腐食性・刺激性   ：すべての成分が「分類対象外」、「区分外」もしくは「分類できない」なの 

              で、「皮膚腐食性・刺激性」は「分類できない」とした。 

 眼に対する重篤な損傷・眼刺激性  ：混合物の「眼に対する重篤な損傷・眼刺激性」は「分類できな 

                   い」とした。 

                  ：区分 2B ペンタン（1.75％未満）               
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 呼吸器感作性又は皮膚感作性 ：すべての成分が「分類できない」なので、「呼吸器感作性又は皮 

                膚感作性」は「分類できない」とした。 

 生殖細胞変異原性    ： すべての成分が「分類できない」もしくは「区分外」なので、「生殖細胞                                 

               変異原性」は「分類できない」とした。 

 発がん性        ：すべての成分が「分類できない」もしくは「区分外」なので、「発がん性」                                 

              は「分類できない」とした。 

 生殖毒性        ：すべての成分が「区分外」もしくは「分類できない」なので、「生殖毒性」 

は「分類できない」とした。 

 特定標的臓器・全身毒性（単回暴露） ：眠気又はめまいのおそれ（区分３） 

  特定標的臓器・全身毒性（反復暴露） ：混合物の特定標的臓器・全身毒性（反復暴露）は「分類できな 

                    い」とした。 

 吸引性呼吸器有害性   ：混合物の吸引性呼吸器有害性は「分類できない」とした。 

             ：区分 1 ペンタン（1.75％未満） 

 

１２．環境影響情報 

 

 水生環境有害性（急性） ：混合物の「水生環境有害性（急性）」は「分類できない」とした。 

             ：区分 2 ペンタン（1.75％未満）       

水生環境有害性（慢性） ：すべての成分が「情報なし」、「区分外」もしくは「分類できない」なので、 

「水生環境有害性（慢性）」は「分類できない」とした。   

 残留性・分解性     ：データなし 

 生体蓄積性       ：データなし 

 土壌中の移動性     ：データなし 

 

１３．廃棄上の注意 

 残余廃棄物       ：液状での大気放出をしてはならない。 

              やむを得ずガス状で放出するときは、火気のない屋外の通風のよい大気中 

              に徐々に行う。 

              なお空缶等は、ガスを使いきり完全に抜いた後に廃棄物処理法に従って廃

棄する。 

１４．輸送上の注意 

 国際規則 

エーストーチＲ２００（下記参考の炭化水素類混合物（液化されているもの）） 国連番号 2037 

参考 国連番号 品名 クラス 海洋汚染物質 

プロパン 1978 プロパン 2.1 非該当 

ブタン 1011 ブタン 2.1 非該当 

イソブタン 1969 イソブタン 2.1 非該当 

ペンタン 1265 ペンタン 3 非該当 

 国内規則 

   道路法      ：法第 46 条、施工令第 19条の 13（車両の通行制限） 

   船舶安全法    ：法第 28 条、危険物船舶運送及び貯蔵規則第 2条（用語）等、船舶による 
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             危険物の運送基準等を定める告示別表 2 高圧ガス 引火性液体 

   港則法      ：法第 21 条、施工規則第 12条（危険物の種類）、危険物告示 高圧ガス  

引火性液体 

 輸送の特定の安全対策及び条件  ：容器は転倒・転落・衝撃等を避ける。 

                  容器は 40℃以上にならないように温度上昇防止を図る。 

 

１５．適用法令 

法律 主な項目 プロパン ブタン ペンタン 

労働安全衛生法 名称等を通知すべき有害物（法第５７条の２）  ○ ○ 

危険物・可燃性のガス（施行令別表第１号第５号） ○ ○  

危険物・引火性の物（施行令別表第１号第４号）   ○ 

船舶安全法 

高圧ガス（危規則第２、３条危険物告示別表第１） ○ ○  

引火性液体類（危規則第２、３条危険物告示別表第１）  ○ ○ 

航空法 引火性液体（施行規則第１９４条第１項第３号）禁止 ○ ○ ○ 

 

１６．その他の情報 

 

   ここに記載された内容は、現時点で入手できた情報やメーカーからの知見によるものですが、これ

らのデータや評価は、いかなる保証もするものではありません。また、法令の改正および新しい情

報に基づいて改訂されることもあります。 

   このＳＤＳは、当社の製品を適正にご使用いただくために注意しなければならない事項を簡潔にま

とめたもので通常の取り扱いを対象としたものです。このＳＤＳをご参照の上、使用者の責任にお

いて適正に取り扱ってください。 
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